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平成26年3月31日
文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣 確認

具体的研究事項

1. がんの本態解明に関する研究

2. アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発に関する研究

3. 患者に優しい新規医療技術開発に関する研究

4. 新たな標準治療を創るための研究

5. ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域

①小児がん に関する研究

②高齢者のがんに関する研究

③難治性がんに関する研究

④希少がん等に関する研究

6. がんの予防法や早期発見手法に関する研究

7. 充実したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究

8. がん対策の効果的な推進と普及に関する研究



ジャパン・キャンサーリサーチ・プロジェクトの概要



AMED 革新がん事業の推進体制
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AMEDジャパン・キャンサーリサーチ・プロジェクトの
KPI達成状況

2020年までの達成目標 2020年３月

日本発の革新的ながん治療薬の創出に向けた10
種類以上の治験への導出

15 種類 達成

小児がん、難治がん、希少がん等に関して、未
承認薬・適応外薬を含む治療薬の実用化に向け
た12種類以上の治験への導出

31 種類 達成

小児がん、希少がん等の治療薬に関して1種類以
上の薬事承認・効能追加

1種類 達成

いわゆるドラッグ・ラグ、デバイス・ラグの解
消

希少がん等に関して新規薬剤
開発及び未承認薬の適応拡大
を目指した臨床試験を実施し、
ドラッグ・ラグ、デバイス・
ラグの解消に寄与した。

小児・高齢者のがん、希少がんに対する標準的
治療の確立（3件以上のガイドラインを作成）

3 件 達成



「がん研究10か年戦略」の推進に関する報告書（中間評価）
「横断的事項」として提言されたこと
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① シーズ探索
• 将来的なシーズの枯渇を防ぐための継続的な支援

② がんゲノム医療に係る研究
• 遺伝子パネル検査から全ゲノム解析へ、個別化医療の実現

③ 免疫療法に係る研究

• 多くのがん抗原を発見してきた日本の強みを生かす、ゲノム編集技術を用い
た新たな細胞免疫療法

④ リキッドバイオプシーに係る研究
• 低侵襲の早期診断技術として難治性がんや検診への応用の可能性

⑤ AI等新たな科学技術

• リアルワールドデータやオミックス解析への応用、画像診断ツール、手術ナビ
ゲーション等への利用

⑥ 研究基盤整備
• 疾患レジストリー構築、他疾患と連携したデータベース

今後のがん研究のあり方に関する有識者会議報告書（平成31年4月）より抜粋









第2回ゲノム医療協議会(2019.12.24)資料



がんゲノム医療に関連する研究課題

キーワード 全事業 革新がん事業 次世代がん事業

2478

がん＊ 502 230 138

遺伝子 521 64 30

ゲノム 337 39 16

ゲノム医療 22 7 -

個別化医療 31 6 -

＊： 同義語として癌、腫瘍を含む

研究課題名もしくは研究概要から検索

2020年度



• ゲノム情報と薬剤感受性予測に基づく、小児血液腫瘍における最適医療の実現に向
けた研究

• ゲノム医療時代における、がんの遺伝学的中間リスク群の把握と評価手順の標準化
を目指した多施設共同臨床疫学手ｋ研究

• 国際共同研究に資する大規模日本人がんゲノム・オミックス・臨床データ統合解析と
ゲノム医療推進に向けた知識基盤構築

• 進行肺がん大規模クリニカルシークエンスデータを用いた個別化治療法の開発

• 全ゲノムクリニカルシークエンスを志向したAYA世代がん胚細胞系列ゲノム構造変化
の解析

• 遺伝子スクリーニング基盤(SCRUM-Japan)を利用した、Met遺伝子変異陽性の進行性
非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究

• 次世代シークエンサーによる網羅的がんゲノム医療関連遺伝子パネルを用いたHER2
遺伝子陽性の進行非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究

• 進行肺癌の血漿遊離DNAを利用したマルチ遺伝子解析法に基づく個別化医療の確
立を目指した研究

• 国内がんゲノム医療の均てん化に資するゲノム病理情報の学習と検証

• 全ゲノム情報等を用いた腫瘍内免疫応答の解析とネオアンチゲン特異的TCR-T細胞
治療法の開発

ゲノム医療の実現に向けた研究課題事例



まとめ

• AMED革新がん事業は「がん研究10か年戦略」に基づき、
基礎研究から実用化までの一貫した研究開発により、第1
期のKPIを達成した。

• 2020年度より、革新がん事業はモダリティ型の6つの統合
プロジェクトに分割され、事業運営が複雑になっている。

• 革新がん事業では約230課題を支援しており、ゲノム医療
の実践に向けた研究を強化しつつある。

• 全ゲノム解析は領域1でゲノム・データ基盤ＰＪの下に推進
している。

• 全ゲノム解析情報の利活用のための体制整備とバイオイ
ンフォマティクス人材の育成が急務となっている。
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